
 

 

 
7月 11日(土)に島根大学総合理工学部で第１回高大連携課題研究発表会が開催されました。

松江北高校・松江南高校・開星高校・益田高校など高校自然科学部の７つの研究発表と、島根

大学総合理工学部・理工特別コースの学生の７つの研究発表がありました。 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      松江南高校「宍道湖ヘドロの明かり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益田高校「カイコの体・糸のタンパク質と反応する色素」 

   ２０１５びわこ総文蔡 島根県代表 ２年 福満 和さん 

 

高校自然科学部の発表 

 松江北高校 「２個のおもりをつけた倒立振り子の振動について」 

 松江南高校 「宍道湖ヘドロの明かり」 

 浜田高校  「ハッチョウトンボの生態調査Ⅱ～秘めたる力、生き残りをかけた戦略～ 

 益田高校  「カイコの体・糸のタンパク質と反応する色素」  

 開星高校  「災害時におけるモデルロケットの利用」 

 開星高校  「ゾウリムシの回転運動について」 

 開星高校  「植物の成長の差の考察」 

 

 

7月 11日(土) 

 島根大学総合理工学部高大連携課題研究発表会 


